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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 第86期中 第87期中 第88期中 第86期 第87期

会計期間

自 平成18年
４月１日

至 平成18年
９月30日

自 平成19年
４月１日

至 平成19年
９月30日

自 平成20年
４月１日

至 平成20年
９月30日

自 平成18年
４月１日

至 平成19年
３月31日

自 平成19年
４月１日

至 平成20年
３月31日

売上高　　　　　　 　　（千円） 12,684,429 11,603,858 11,154,774 24,242,085 22,209,632

経常利益　　　　　　 　（千円） 1,802,022 1,117,491 596,519 3,241,082 1,686,360

中間（当期）純利益　 　（千円） 1,031,349 634,521 325,864 1,682,240 1,154,014

持分法を適用した場合の投資利益

　　　　　　　　　 　　（千円）
－ － － － －

資本金　　　　　　　 　（千円） 3,585,338 3,585,338 3,585,338 3,585,338 3,585,338

発行済株式総数　　　　 　（株） 28,281,651 28,281,651 28,179,737 28,281,651 28,281,651

純資産額　　　　　　 　（千円） 14,624,006 15,162,896 15,176,845 15,258,807 15,632,085

総資産額　　　　　　 　（千円） 27,794,434 27,337,414 25,589,623 27,409,553 25,750,410

１株当たり純資産額　　 　（円） 517.65 536.73 538.57 540.13 553.35

１株当たり中間（当期）純利益金額

　　　　　　　　　　　 　（円）
36.51 22.46 11.54 59.55 40.85

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益金額　　 　 (円)
－ － － － －

１株当たり配当額　　　　 （円） － － － 25.00 25.00

自己資本比率　　　　　 　（％） 52.6 55.5 59.3 55.7 60.7

営業活動によるキャッシュ・フロー

　　　　　　　　　　 　（千円）
1,132,673 923,034 1,224,120 2,773,054 2,442,594

投資活動によるキャッシュ・フロー

　　　　　　　　　 　　（千円）
△1,770,321 △652,594 △497,631 △3,343,003 △1,360,693

財務活動によるキャッシュ・フロー

　　　　　　　　　　 　（千円）
531,158 △278,073 △788,745 455,192 △1,119,606

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高　　　　 　（千円）
508,292 488,697 389,906 500,025 456,188

従業員数　　　　 　　 　　(名)

　　(外、平均臨時雇用人員)

360

(53)

367

(52)

367

(62)

357

(51)

359

(53)

　（注）１　当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、中間連結会計期間等に係る主要な経営指標等の推移につ

いては、記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　当社は関連会社がないため、「持分法を適用した場合の投資利益」については記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

　当社は、ヒアルロン酸、ロイド、アルギン、豆乳飲料、調味料の生産・販売及び業務用食材の販売を主な

事業とし、その他これらに付帯する事業を営んでおります。系統図は次のとおりであります。
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３【関係会社の状況】

当中間会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（名） 367 (62)

　（注）　従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は（　）内に当中間会計期間の平均雇用人員を外数で記載しており

ます。

(2）労働組合の状況

　労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1) 業績

　当中間会計期間は、いまだ金融・資本市場における不安定な状況が続く中、原油及び原材料価格の高騰の影響もあ

り、世界経済、日本経済ともに減速傾向が強まりました。

　食品・飲料・化成品業界においては、原材料価格の高騰等により商品価格の値上げが相次いでおります。また、消費

者の皆様の関心の高まりを受けて、食の安全・安心への取り組みが益々求められております。

　このような状況の中で、当社は品質の向上、安全性の確保、生産コストの削減に取り組む一方、環境面にも配慮しなが

ら目標達成に向けて事業を進めてまいりました。

　この結果、当中間会計期間の売上高は11,154百万円（前年同期比3.9％減）、営業利益は639百万円（前年同期比44.3％

減）、経常利益は596百万円(前年同期比46.6％減)、中間純利益は325百万円（前年同期比48.6％減）となり、残念ながら

前年同期比で減収減益となりました。

　なお、当社をキッコーマン株式会社の完全子会社とする株式交換が平成20年８月１日を効力発生日として実施され

ております。

　事業部門別の業績概要は次のとおりであります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（事業部門別売上高及び営業利益）

 年度 
19年９月中間期 20年９月中間期

前年比 前年比
20年３月期 

 部門 増減額 増減率

売 上 高

 百万円 百万円 百万円 ％ 百万円

化成品 1,514 1,553 38 2.6 2,898

飲　料 7,739 6,971 △767 △9.9 14,009

食　材 2,349 2,629 279 11.9 5,300

合　計 11,603 11,154 △449 △3.9 22,209

営業利益

化成品 115 △5 △121 △105.2 100

飲　料 959 559 △400 △41.7 1,482

食　材 73 85 11 16.3 281

合　計 1,148 639 △509 △44.3 1,865

［化成品部門］

　化成品部門の売上高のうち、当社独自の技術を用いて製造するヒアルロン酸は、医薬品用途が順調に推移し、食品用

途、化粧品用途は注文の期ずれがありましたが、ヒアルロン酸全体では、前年を上回りました。

　一方、ビールの泡持ちの向上や、ドレッシングの安定性を良くするロイドについては、海外において食品用途に新規

採用され増加いたしました。

　アルギンについては、前年を若干下回りました。

　この結果、化成品部門の売上高は1,553百万円（前年同期比2.6％増）、営業利益は原材料及び光熱費等の高騰もあり、

△５百万円（前年同期比△105.2％減）となりました。

 [飲料部門]

　大豆イソフラボンの過剰摂取報道や果菜飲料の活況等により減少傾向の続いていた豆乳は当年度４、５月の当社出

荷量でほぼ前年並みに回復してきており、減少基調の底打感があります。

　しかし、原材料価格の高騰による販売価格改定を実施（５月12日より）以降、対プライベートブランド等との価格差

から、大型容器を中心に売上数量の減少がありました。この他、受託充填作業の大幅減少もありました。

  この結果、飲料部門の売上高は6,971百万円（前年同期比9.9％減）、営業利益は原材料価格の高騰や広告宣伝の投資

等もあり、559百万円（前年同期比41.7％減）となりました。
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 [食材部門]

　練製品の売上高は、原料すり身の高騰による４、５月の販売価格改定、競合他社から当社への切り替え、10月からの再

度の販売価格改定に伴う仮需等により前年を上回りました。

　調味料はギョーザ等の添付調味料の不振により、前年を下回りました。

　その他では、原料すり身の特需により前年を上回りました。

　この結果、食材部門の売上高は2,629百万円（前年同期比11.9％増）、営業利益は85百万円（前年同期比16.3％増）と

なりました。

（2）キャッシュ・フローの状況

  当中間会計期間における現金及び現金同等物は前年同期に比べ98百万円減少し、当中間会計期間末には389百万円

となりました。

　当中間会計期間における活動ごとのキャッシュ・フローとそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  営業活動によるキャッシュ・フローは1,224百万円となりました。これは主に税引前中間純利益（564百万円）と減

価償却費（948百万円）、売掛債権の増減額（△476百万円）によるものです。

  また前年同期に比べ、営業活動によるキャッシュ・フローは301百万円増加しました。これは税引前中間純利益の減

少、売上債権の増加等の減少要因がありましたが、仕入債務の増加、法人税等の支払額の減少等の増加要因によるもの

です。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動によるキャッシュ・フローは△497百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出（△

459百万円）によるものです。

　また前年同期に比べ、投資活動によるキャッシュ・フローは154百万円増加しました。これは主に無形固定資産の取

得による支出が減少したことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動によるキャッシュ・フローは△788百万円となりました。これは主に短期借入金の調達（600百万円）と長

期借入金の返済による支出（△609百万円）、配当金の支払（△701百万円）によるものです。

  また前年同期に比べ、財務活動によるキャッシュ・フローは510百万円減少しました。これは主に短期借入金が減少

したことによるものです。
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２【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

　当中間会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門 生産高（千円） 前年同期比（％）

化成品部門 1,531,845 100.8

飲料部門 7,149,929 93.6

食材部門 253,486 92.0

合計 8,935,261 94.7

　（注）１　金額は、販売価格によっております。 生産高 ＝
販売金額

× 生産数量
販売数量

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2) 仕入実績

　当中間会計期間における仕入実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門 仕入高（千円） 前年同期比（％）

化成品部門 6,789 64.4

飲料部門 28,297 24.7

食材部門 1,799,119 114.4

合計 1,834,205 108.0

　（注）１　金額は、仕入価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3) 受注状況

　当社の製品は、見込生産であり、受注生産は行っておりません。

(4) 販売実績

　当中間会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門 販売高（千円） 前年同期比（％）

化成品部門 1,553,573 102.6

飲料部門 6,971,891 90.1

食材部門 2,629,309 111.9

合計 11,154,774 96.1

　（注）１　主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先
前中間会計期間 当中間会計期間

販売実績（千円） 割合（％） 販売実績（千円） 割合（％）

株式会社紀文食品 3,840,123 33.1 3,799,809 34.1

株式会社日本アクセス － － 1,427,249 12.8

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　株式会社日本アクセスの前中間会計期間は、当該割合基準に該当していないため記載しておりません。　
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３【対処すべき課題】

　当中間会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありま

せん。

４【経営上の重要な契約等】

　当中間会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。

５【研究開発活動】

　当社の研究開発活動は研究開発部が中心に行っており、化成品・飲料・食材の３部門の開発グループにより、市場

ニーズの変化に迅速に対応し、付加価値の高い差別化される商品の開発を進めております。

　当中間会計期間における研究開発費は140,085千円であり、各部門の活動状況は次のとおりであります。

[化成品部門]

　化粧品用ヒアルロン酸誘導体（商品名ヒアルジョン）は、製造販売を開始いたしました。また、食品用途としての低

分子ヒアルロン酸は来期生産開始に向けて準備を進めております。

　発酵セラミドに含まれる細菌由来スフィンゴ糖脂質については、免疫活性化作用に関する論文投稿を行い、高純度ス

フィンゴ糖脂質の製造工法及び皮膚外用剤用途の開発を開始いたしました。

　一方、海藻から抽出、精製するアルギン酸類では、玩具用製剤３品を開発し、引き続き玩具用及び食品用の製剤開発を

進めております。

　当事業に係る研究開発費は17,632千円であります。

[飲料部門]

　豆乳の基礎研究については、原豆乳の製造方法を根本的に見直す研究に重点を置き、より不快臭の少ない、喉ごしの

良い原豆乳開発に力を注ぎました。

  また、豆乳の用途開発として、従来の飲用向け以外に食品素材や加工食品として他社との差別化が図れるような研

究開発も進めております。

　新商品としては、季節限定商品『豆乳飲料　焼きいも』『豆乳飲料　マロン』を発売いたしました。

  また、コーヒーに入れるミルク代替品として開発された豆乳が、大手コーヒーチェーンに評価を受け、今年の夏より

製造を開始いたしました。

　大豆の持つヒトへの有効性研究については、引き続き大学の研究室と進めておりますが、その成果として、今年の春

に当社として２つ目となる特定保健用食品の表示許可を取得いたしました。

　当事業に係る研究開発費は80,182千円であります。

[食材部門]

　メタボリック症候群予防の観点から病院、学校、事業所等の給食の食事バランスが見直され始めております。これに

伴い、ヘルシーな素材として魚肉練製品が見直されております。当社では魚肉たんぱくが豊富な「さつま揚」に、食物

繊維・鉄・カルシウム等の不足しがちな栄養素をプラスした『たんぱくさつまシリーズ』を３品、練製品の原点に

戻ったシンプルな『昔ながらのさつま揚』１品、大手弁当ルート向けに『カット竹輪』１品を開発いたしました。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　また、練製品の主原料である魚肉の高騰の中、練製品を使用しない商品として大手居酒屋向けに『スナックロール』

等３品の計８品を開発し、発売いたしました。

　当事業に係る研究開発費は42,270千円であります。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

２【設備の新設、除却等の計画】

 (1）重要な設備の新設等

     特記すべき事項はありません。 

 (2) 重要な設備の除却等

　　 特記すべき事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 66,000,000

計 66,000,000

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在
発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）

（平成20年11月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 28,179,737 28,179,737 該当事項なし －

計 28,179,737 28,179,737 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

 　　　　 該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株） 

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額

（千円）

資本金残高

（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

平成20年８月29日

（注）
△101,914 28,179,737 － 3,585,338 － 2,720,803

　（注) 自己株式の消却による減少であります。

（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

キッコーマン株式会社 千葉県野田市野田250 28,179 100.0

計 － 28,179 100.0
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 28,179,700 281,797 －

単元未満株式 普通株式 37 － 一単元(100株)未満株式

発行済株式総数 28,179,737 － －

総株主の議決権 － 281,797 －

②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － 　    － 　    － 　       －

計  － － － － －

２【株価の推移】

【当該中間会計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 1,082 1,091 1,096 1,165 － －

最低（円） 1,068 1,075 1,086 1,066 － －

　（注）　１. 最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

          ２. 平成20年７月28日付で上場廃止し、キッコーマン株式会社の完全子会社となったことに伴い、最終取引日

　　　　　　  である平成20年７月25日までの株価について記載しております。 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

　 (1) 退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

　　　   取締役            －        染谷　光男       平成20年11月1日

　 (2) 役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

　   取締役 　     － 　   監査役 　     － 　 近藤　忠男 平成20年11月1日

　　 取締役　　　　　  

常務執行役員
　飲料事業部長 　常務執行役員  化成品営業部長 　 中山　義浩 平成20年11月1日

　   監査役 　     －  取締役執行役員 　経営管理部長 　 櫻井　茂雄 平成20年11月1日
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第５【経理の状況】

１　中間財務諸表の作成方法について

　当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号。以

下「中間財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前中間会計期間（平成19年４月１日から平成19年９月30日まで）は、改正前の中間財務諸表等規則に基づき、

当中間会計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正後の中間財務諸表等規則に基づいて作成し

ております。

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前中間会計期間（平成19年４月１日から平成19年９月

30日まで）の中間財務諸表については新日本監査法人により中間監査を受け、当中間会計期間（平成20年４月１日か

ら平成20年９月30日まで）の中間財務諸表については、新日本有限責任監査法人により中間監査を受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本監査法人から名

称変更しております。

３　中間連結財務諸表について

　中間連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成11年大蔵省令第24号）第５条第２項により、当社で

は、子会社の資産、売上高等から見て、当企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理的な判断を誤らせない程度に

重要性が乏しいものとして、中間連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　　　　　 4.5 ％

売上高基準　　　　 4.6 ％

利益基準　　　　  -3.9 ％

利益剰余金基準　　 0.2 ％

EDINET提出書類

株式会社紀文フードケミファ(E00778)

半期報告書

12/36



１【中間財務諸表等】
（１）【中間財務諸表】
①【中間貸借対照表】

(単位：千円)

前中間会計期間末
(平成19年９月30日)

当中間会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度の要約貸借対照
表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 488,697 389,906 456,188

受取手形 ※1
 250,729

※1
 188,496

※1
 178,112

売掛金 3,312,373 3,239,641 2,773,367

たな卸資産 1,408,244 1,369,147 1,360,491

繰延税金資産 118,884 104,959 104,959

関係会社短期貸付金 120,000 145,000 120,000

その他 134,959 94,010 85,411

貸倒引当金 △6,024 △1,795 △4,956

流動資産合計 5,827,865 5,529,366 5,073,574

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※2, ※3
 5,627,798

※2, ※3
 5,447,708

※2, ※3
 5,591,555

構築物（純額） ※2
 1,313,717

※2
 1,310,043

※2
 1,293,262

機械及び装置（純額） ※2
 8,877,173

※2
 7,963,397

※2
 8,329,820

土地 ※3
 3,768,343

※3
 3,774,776

※3
 3,774,776

その他（純額） ※2
 308,110

※2
 263,976

※2
 296,450

有形固定資産合計 19,895,142 18,759,902 19,285,864

無形固定資産 227,657 184,383 218,372

投資その他の資産

投資有価証券 521,910 443,115 438,054

関係会社株式 108,935 108,935 108,935

関係会社長期貸付金 15,000 － －

長期前払費用 196,998 140,548 167,851

繰延税金資産 305,384 151,886 153,654

会員権 71,796 69,470 70,921

その他 192,805 222,444 256,883

貸倒引当金 △26,083 △20,429 △23,701

投資その他の資産合計 1,386,748 1,115,971 1,172,598

固定資産合計 21,509,548 20,060,257 20,676,835

資産合計 27,337,414 25,589,623 25,750,410
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(単位：千円)

前中間会計期間末
(平成19年９月30日)

当中間会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度の要約貸借対照
表

(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,449,295 1,397,836 1,201,399

短期借入金 ※4
 6,400,000

※4
 5,900,000

※4
 5,300,000

1年内返済予定の長期借入金 ※3
 1,199,600

※3
 421,600

※3
 839,600

未払金 597,068 172,896 291,045

未払費用 955,401 1,004,670 909,577

未払法人税等 375,134 258,209 184,216

賞与引当金 188,432 185,918 186,938

その他 ※6
 65,723

※6
 65,930

※6
 59,877

流動負債合計 11,230,655 9,407,060 8,972,654

固定負債

長期借入金 ※3
 372,600

※3
 801,000

※3
 992,800

退職給付引当金 518,975 150,431 100,583

未払役員退職慰労金 37,687 37,687 37,687

その他 14,600 16,600 14,600

固定負債合計 943,862 1,005,718 1,145,670

負債合計 12,174,517 10,412,778 10,118,324

純資産の部

株主資本

資本金 3,585,338 3,585,338 3,585,338

資本剰余金

資本準備金 2,720,803 2,720,803 2,720,803

その他資本剰余金 91 － 91

資本剰余金合計 2,720,894 2,720,803 2,720,894

利益剰余金

利益準備金 300,000 300,000 300,000

その他利益剰余金

固定資産圧縮積立金 14,037 13,647 13,731

別途積立金 7,000,000 7,700,000 7,000,000

繰越利益剰余金 1,527,813 864,556 2,047,611

利益剰余金合計 8,841,851 8,878,203 9,361,343

自己株式 △25,249 － △25,413

株主資本合計 15,122,834 15,184,345 15,642,163

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 40,061 △7,500 △10,077

評価・換算差額等合計 40,061 △7,500 △10,077

純資産合計 15,162,896 15,176,845 15,632,085

負債純資産合計 27,337,414 25,589,623 25,750,410
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②【中間損益計算書】
(単位：千円)

前中間会計期間
(自　平成19年４月１日
　至　平成19年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

前事業年度の要約損益計算
書

(自　平成19年４月１日
　至　平成20年３月31日)

売上高 11,603,858 11,154,774 22,209,632

売上原価 8,271,800 8,091,833 16,244,419

売上総利益 3,332,057 3,062,940 5,965,213

販売費及び一般管理費 2,183,727 2,423,850 4,099,727

営業利益 1,148,330 639,090 1,865,485

営業外収益

受取利息 1,018 1,167 2,291

受取配当金 4,932 4,401 6,742

その他 5,521 13,468 8,333

営業外収益合計 11,471 19,038 17,367

営業外費用

支払利息 38,259 43,292 81,432

株式交換関連費用 － 17,230 24,892

たな卸資産除却損 － － 28,966

その他 4,050 1,085 61,201

営業外費用合計 42,310 61,609 196,492

経常利益 1,117,491 596,519 1,686,360

特別利益 2,728 4,129 412,045

特別損失 ※1
 45,800

※1
 35,891

※1
 134,220

税引前中間純利益 1,074,419 564,757 1,964,186

法人税、住民税及び事業税 361,810 ※3
 238,892 532,031

法人税等調整額 78,086 － 278,140

法人税等合計 439,897 238,892 810,171

中間純利益 634,521 325,864 1,154,014
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③【中間株主資本等変動計算書】
(単位：千円)

前中間会計期間
(自　平成19年４月１日
　至　平成19年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

前事業年度の要約株主資本
等変動計算書

(自　平成19年４月１日
　至　平成20年３月31日)

株主資本

資本金

前期末残高 3,585,338 3,585,338 3,585,338

当中間期変動額

当中間期変動額合計 － － －

当中間期末残高 3,585,338 3,585,338 3,585,338

資本剰余金

資本準備金

前期末残高 2,720,803 2,720,803 2,720,803

当中間期変動額

当中間期変動額合計 － － －

当中間期末残高 2,720,803 2,720,803 2,720,803

その他資本剰余金

前期末残高 91 91 91

当中間期変動額

自己株式の消却 － △91 －

当中間期変動額合計 － △91 －

当中間期末残高 91 － 91

資本剰余金合計

前期末残高 2,720,894 2,720,894 2,720,894

当中間期変動額

自己株式の消却 － △91 －

当中間期変動額合計 － △91 －

当中間期末残高 2,720,894 2,720,803 2,720,894

利益剰余金

利益準備金

前期末残高 300,000 300,000 300,000

当中間期変動額

当中間期変動額合計 － － －

当中間期末残高 300,000 300,000 300,000

その他利益剰余金

固定資産圧縮積立金

前期末残高 14,057 13,731 14,057

当中間期変動額

固定資産圧縮積立金の取崩 △20 △84 △325

当中間期変動額合計 △20 △84 △325

当中間期末残高 14,037 13,647 13,731

別途積立金

前期末残高 6,000,000 7,000,000 6,000,000
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(単位：千円)

前中間会計期間
(自　平成19年４月１日
　至　平成19年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

前事業年度の要約株主資本
等変動計算書

(自　平成19年４月１日
　至　平成20年３月31日)

当中間期変動額

別途積立金の積立 1,000,000 700,000 1,000,000

当中間期変動額合計 1,000,000 700,000 1,000,000

当中間期末残高 7,000,000 7,700,000 7,000,000

繰越利益剰余金

前期末残高 2,599,533 2,047,611 2,599,533

当中間期変動額

固定資産圧縮積立金の取崩 20 84 325

別途積立金の積立 △1,000,000 △700,000 △1,000,000

剰余金の配当 △706,261 △706,253 △706,261

中間純利益 634,521 325,864 1,154,014

自己株式の消却 － △102,751 －

当中間期変動額合計 △1,071,719 △1,183,055 △551,921

当中間期末残高 1,527,813 864,556 2,047,611

利益剰余金合計

前期末残高 8,913,590 9,361,343 8,913,590

当中間期変動額

固定資産圧縮積立金の取崩 － － －

別途積立金の積立 － － －

剰余金の配当 △706,261 △706,253 △706,261

中間純利益 634,521 325,864 1,154,014

自己株式の消却 － △102,751 －

当中間期変動額合計 △71,739 △483,139 447,752

当中間期末残高 8,841,851 8,878,203 9,361,343

自己株式

前期末残高 △25,016 △25,413 △25,016

当中間期変動額

自己株式の取得 △233 △77,429 △397

自己株式の消却 － 102,843 －

当中間期変動額合計 △233 25,413 △397

当中間期末残高 △25,249 － △25,413

株主資本合計

前期末残高 15,194,807 15,642,163 15,194,807

当中間期変動額

剰余金の配当 △706,261 △706,253 △706,261

中間純利益 634,521 325,864 1,154,014

自己株式の取得 △233 △77,429 △397

当中間期変動額合計 △71,973 △457,817 447,355

当中間期末残高 15,122,834 15,184,345 15,642,163
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(単位：千円)

前中間会計期間
(自　平成19年４月１日
　至　平成19年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

前事業年度の要約株主資本
等変動計算書

(自　平成19年４月１日
　至　平成20年３月31日)

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

前期末残高 64,000 △10,077 64,000

当中間期変動額

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △23,938 2,577 △74,077

当中間期変動額合計 △23,938 2,577 △74,077

当中間期末残高 40,061 △7,500 △10,077

評価・換算差額等合計

前期末残高 64,000 △10,077 64,000

当中間期変動額

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △23,938 2,577 △74,077

当中間期変動額合計 △23,938 2,577 △74,077

当中間期末残高 40,061 △7,500 △10,077

純資産合計

前期末残高 15,258,807 15,632,085 15,258,807

当中間期変動額

剰余金の配当 △706,261 △706,253 △706,261

中間純利益 634,521 325,864 1,154,014

自己株式の取得 △233 △77,429 △397

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △23,938 2,577 △74,077

当中間期変動額合計 △95,911 △455,240 373,278

当中間期末残高 15,162,896 15,176,845 15,632,085
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前中間会計期間
(自　平成19年４月１日
　至　平成19年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

前事業年度の要約
キャッシュ・フロー

計算書
(自　平成19年４月１日
　至　平成20年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間純利益 1,074,419 564,757 1,964,186

減価償却費 956,955 948,414 1,934,415

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,728 △6,433 △6,177

賞与引当金の増減額（△は減少） 398 △1,020 △1,095

退職給付引当金の増減額（△は減少） △11,298 49,848 △23,822

受取利息及び受取配当金 △5,950 △5,569 △9,034

支払利息 38,259 43,292 81,432

たな卸資産除却損 － － 28,966

投資有価証券評価損益（△は益） 1,230 － －

固定資産除売却損益（△は益） 44,570 411 132,114

将来分返上認可による過去勤務債務償却額 － － △405,868

売上債権の増減額（△は増加） △149,704 △476,658 461,919

たな卸資産の増減額（△は増加） 9,895 △8,655 57,648

仕入債務の増減額（△は減少） △43,167 196,437 △291,063

未払費用の増減額（△は減少） △34,168 90,145 △79,986

未払役員退職慰労金増減額（△減少額） △119,363 － △119,363

未払消費税等の増減額（△は減少） △197,215 2,580 △201,167

その他 △97,225 30,832 △138,026

小計 1,464,906 1,428,383 3,385,076

利息及び配当金の受取額 5,950 5,569 9,034

利息の支払額 △42,897 △43,800 △88,053

法人税等の支払額 △504,925 △166,032 △863,462

営業活動によるキャッシュ・フロー 923,034 1,224,120 2,442,594

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △454,444 △459,548 △1,151,714

有形固定資産の売却による収入 3,100 139 3,100

無形固定資産の取得による支出 △109,399 △15,777 △127,691

投資有価証券の取得による支出 △3,261 △716 △3,942

貸付けによる支出 △90,000 △40,000 △90,000

貸付金の回収による収入 15,000 15,000 30,000

その他 △13,589 3,271 △20,444

投資活動によるキャッシュ・フロー △652,594 △497,631 △1,360,693
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(単位：千円)

前中間会計期間
(自　平成19年４月１日
　至　平成19年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

前事業年度の要約
キャッシュ・フロー

計算書
(自　平成19年４月１日
　至　平成20年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（純額） 1,100,000 600,000 －

長期借入れによる収入 － － 1,000,000

長期借入金の返済による支出 △675,800 △609,800 △1,415,600

自己株式の取得による支出 － △77,429 －

配当金の支払額 △702,039 △701,516 △703,609

その他 △233 － △397

財務活動によるキャッシュ・フロー △278,073 △788,745 △1,119,606

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,695 △4,025 △6,131

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △11,327 △66,281 △43,836

現金及び現金同等物の期首残高 500,025 456,188 500,025

現金及び現金同等物の中間期末残高 488,697 389,906 456,188
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【中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項】

項目
前中間会計期間

（自　平成19年４月１日
    至　平成19年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年４月１日
    至　平成20年９月30日）

前事業年度
（自　平成19年４月１日
    至　平成20年３月31日）

１　資産の評価基準及び

評価方法

(1）有価証券 (1）有価証券 (1）有価証券

子会社株式 子会社株式 子会社株式

 　　　　 移動平均法による原

価法によっておりま

す。

　　　 同左 　　　 同左

 その他有価証券 その他有価証券 その他有価証券

 時価のあるもの 時価のあるもの 時価のあるもの

 中間決算日の市場

価格等に基づく時

価法（評価差額は

全部純資産直入法

により処理し、売却

原価は移動平均法

により算定）を採

用しております。

同左 決算末日の市場価

格等に基づく時価

法によっておりま

す。なお、評価差額

は全部純資産直入

法により処理し、売

却原価は移動平均

法により算定して

おります。

 時価のないもの 時価のないもの 時価のないもの

 移動平均法による

原価法によってお

ります。

同左 同左
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項目
前中間会計期間

（自　平成19年４月１日
    至　平成19年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年４月１日
    至　平成20年９月30日）

前事業年度
（自　平成19年４月１日
    至　平成20年３月31日）

 (2）たな卸資産

移動平均法による原価

法

ただし、貯蔵品及び食材

部門の商品等について

は最終仕入原価法に

よっております。

(2）たな卸資産

移動平均法による原価

法（収益性の低下に基

づく簿価切下げの方法

により算定）

　ただし、貯蔵品及び食

材部門の商品等につい

ては最終仕入原価法に

よっております。

（会計方針の変更）

たな卸資産については、

従来、移動平均法による

原価法によっておりま

したが、当中間会計期間

より「棚卸資産の評価

に関する会計基準」

（企業会計基準委員会 

平成18年７月５日 企業

会計基準第９号）を適

用し、評価基準を移動平

均法による原価法（収

益性の低下に基づく簿

価切下げの方法）に変

更しております。なお、

この変更により、当中間

会計期間の営業利益、経

常利益及び税引前中間

純利益は、それぞれ

33,255千円減少しており

ます。

(2）たな卸資産

移動平均法による原価

法によっております。

ただし、貯蔵品及び食材

部門の商品等について

は最終仕入原価法に

よっております。
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項目
前中間会計期間

（自　平成19年４月１日
    至　平成19年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年４月１日
    至　平成20年９月30日）

前事業年度
（自　平成19年４月１日
    至　平成20年３月31日）

２　固定資産の減価償却

の方法

(1）有形固定資産

定額法によっておりま

す。なお、主な耐用年数

については下記のとお

りであります。

(1）有形固定資産

定額法によっておりま

す。なお、主な耐用年数

については下記のとお

りであります。

(1）有形固定資産

定額法によっておりま

す。なお、耐用年数につ

いては下記のとおりで

あります。

 建物　　　　：16年～45年

構築物　　　：15年～30年

機械装置　　：９年～10年

車両運搬具　：４年～７年

工具器具備品：３年～８年

建物　　　　：16年～45年

構築物　　　：15年～30年

機械装置　　：８年～10年

車両運搬具　：４年～７年

工具器具備品：３年～８年

建物　　　　：16年～45年

構築物　　　：15年～30年

機械装置　　：９年～10年

車両運搬具　：４年～７年

工具器具備品：３年～８年

 （会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、

当中間会計期間より、平

成19年４月１日以降に

取得した有形固定資産

については、改正後の法

人税法に基づく減価償

却の方法に変更してお

ります。

これによる損益に与え

る影響は軽微でありま

す。

　────── （会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、

当事業年度より、平成19

年４月１日以降に取得

した有形固定資産につ

いては、改正後の法人税

法に基づく減価償却の

方法に変更しておりま

す。

これによる損益に与え

る影響は軽微でありま

す。

 （追加情報）

法人税法の改正に伴い、

当中間会計期間より、平

成19年３月31日以前に

取得した有形固定資産

については、改正前の法

人税法に基づく減価償

却の方法の適用により

取得価額の５％に到達

した事業年度の翌事業

年度より、取得価額の

５％相当額と備忘価額

との差額を５年にわた

り均等償却し、減価償却

に含めて計上しており

ます。

これによる損益に与え

る影響は軽微でありま

す。

（追加情報）

当社の機械装置の耐用

年数については、従来、

９年～10年としており

ましたが、平成20年度の

税制改正を契機に耐用

年数の見直しを行い、よ

り実態に即した耐用年

数にするため、当中間会

計期間より８年～10年

に変更しております。

この変更により、当中間

会計期間の営業利益、経

常利益及び税引前中間

純利益は、それぞれ

34,951千円増加しており

ます。

（追加情報）

法人税法改正に伴い、当

事業年度より、平成19年

３月31日以前に取得し

た有形固定資産につい

ては、改正前の法人税法

に基づく減価償却の方

法の適用により取得価

額の５％に到達した事

業年度の翌事業年度よ

り、取得価額の５％相当

額と備忘価額との差額

を５年にわたり均等償

却し、減価償却に含めて

計上しております。

この変更による損益に

与える影響は軽微であ

ります。
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項目
前中間会計期間

（自　平成19年４月１日
    至　平成19年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年４月１日
    至　平成20年９月30日）

前事業年度
（自　平成19年４月１日
    至　平成20年３月31日）

 (2）無形固定資産 (2）無形固定資産 (2）無形固定資産
 定額法によっておりま

す。

ただし、ソフトウェア

（自社利用分）につい

ては、社内における利用

可能期間（５年）に基

づく定額法によってお

ります。

同左 同左

 (3）長期前払費用 (3）長期前払費用 (3）長期前払費用
 定額法によっておりま

す。

同左 同左

３　引当金の計上基準 (1）貸倒引当金

債権の貸倒れによる損

失に備えるため、一般債

権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権

等特定の債権について

は、個々に回収可能性を

検討し、回収不能見込額

を計上しております。

(1）貸倒引当金

同左

(1）貸倒引当金

同左

 (2）賞与引当金

従業員に支給する賞与

に備えるため、支給対象

期間に対応する支給見

込額を計上しておりま

す。

(2）賞与引当金

同左

(2）賞与引当金

同左

 (3）退職給付引当金

従業員の退職給付に備

えるため、当事業年度末

における退職給付債務

及び年金資産の見込額

に基づき、当中間会計期

間末において発生して

いると認められる額を

計上しております。

なお、数理計算上の差異

は、その発生年度の翌事

業年度以降10年（定額

法）で費用処理してお

ります。

(3）退職給付引当金

従業員の退職給付に備

えるため、当事業年度末

における退職給付債務

及び年金資産の見込額

に基づき、当中間会計期

間末において発生して

いると認められる額を

計上しております。

なお、数理計算上の差異

は、その発生年度の翌事

業年度以降10年で費用

処理しております。

過去勤務債務の償却は、

発生年度に一括費用処

理しております。

(3）退職給付引当金

従業員の退職給付に備

えるため、当事業年度末

における退職給付債務

及び年金資産の見込額

に基づき計上しており

ます。

なお、数理計算上の差異

は、その発生年度の翌事

業年度以降10年で費用

処理しております。

過去勤務債務の償却は、

発生年度に一括費用処

理しております。
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項目
前中間会計期間

（自　平成19年４月１日
    至　平成19年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年４月１日
    至　平成20年９月30日）

前事業年度
（自　平成19年４月１日
    至　平成20年３月31日）

  （追加情報）

当社は、確定給付企業年

金法の施行に伴い、厚生

年金基金の代行部分に

ついて、平成20年１月１

日に厚生労働大臣から

将来分支給義務免除の

認可を受けております。

当中間会計期間末日現

在において測定される

返還相当額（最低責任

準備金）は730,638千円

であり、当該返還相当額

（最低責任準備金）の

支払が当中間会計期間

末日に行われたと仮定

して「退職給付会計に

関する実務指針（中間

報告）」（日本公認会

計士協会会計制度委員

会報告第13号）第44－

２項を適用した場合に

生じる利益の見込額は

207,614千円であります。

（追加情報）

当社は、確定給付企業年

金法の施行に伴い、厚生

年金基金の代行部分に

ついて、平成20年１月１

日に厚生労働大臣から

将来分支給義務免除の

認可を受けております。

当事業年度末日現在に

おいて測定される返還

相当額（最低責任準備

金）は721,074千円であ

り、当該返還相当額（最

低責任準備金）の支払

が当事業年度末日に行

われたと仮定して「退

職給付会計に関する実

務指針（中間報告）」

（日本公認会計士協会

会計制度委員会報告第

13号）第44－２項を適

用した場合に生じる利

益の見込額は250,709千

円であります。

４　中間キャッシュ・フ

ロー計算書（キャッ

シュ・フロー計算

書）における資金の

範囲

手許現金、要求払預金及び取

得日から３ヶ月以内に満期

日の到来する流動性の高い、

容易に換金可能であり、か

つ、価値の変動について僅少

なリスクしか負わない短期

的な投資からなっておりま

す。

　　同左 　　同左

５　その他中間財務諸表

（財務諸表）作成の

ための基本となる重

要な事項

（1）消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税抜

方式によっております。

（1）消費税等の会計処理

　　同左

 

（1）消費税等の会計処理

　　同左
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【中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更】

前中間会計期間
（自　平成19年４月１日
　　至　平成19年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年９月30日）

前事業年度
（自　平成19年４月１日
　　至　平成20年３月31日）

 　　　────── 　研究開発費の計上区分の変更

　当社工場内の研究開発部門で行なう

研究開発活動については、従来、工場製

造活動と密接に関連していることか

ら、当該部門で発生した費用の一部を

売上原価として処理しておりました

が、当中間会計期間より、研究開発に関

連した部門の組織変更に伴い、研究開

発部門が全社的な開発方針の立案、計

画、実施を主催することとなったこと

で中長期的に研究開発費の増加が見込

まれること、並びに新製品開発のス

ピード化により売上高との対応関係を

見出すことが難しくなることから、期

間損益計算をより適切に行なうため、

販売費及び一般管理費に計上すること

といたしました。

　この変更により、従来の方法に比べ、

売上原価は、80,283千円少なく、売上総

利益は同額多く、また、販売費及び一般

管理費は、90,808千円多く計上され、営

業利益、経常利益及び税引前中間純利

益は、それぞれ10,524千円少なく計上さ

れております。

　税金費用の計算

　中間会計期間における税金費用につ

いては、従来、年度決算と同様の方法に

より計算しておりましたが、親会社の

会計方針に一致させるべく、当中間会

計期間より、中間会計期間を含む事業

年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見

積り、税引前中間純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算する方法を採用し

ております。

　このため、前事業年度と同一の基準を

適用した場合と比べ、税引後中間純利

益は、14,072千円多く計上されておりま

す。

 　　　──────
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【表示方法の変更】

　

 

前中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

────── （中間キャッシュ・フロー計算書）

  財務活動によるキャッシュ・フローの「自己株式

の取得による支出」は、前中間会計期間は「その

他」に含めて表示しておりましたが、金額的重要性

が増したため区分掲示しております。

  なお、前中間会計期間の「その他」に含まれてい

る「自己株式の取得による支出」は△233千円であ

ります。
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【注記事項】

（中間貸借対照表関係）

前中間会計期間末
（平成19年９月30日）

当中間会計期間末
（平成20年９月30日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

 ※１　中間期末日満期手形
 　中間期末日満期手形の会計処理は、
手形交換日をもって決済処理して
おります。なお、当中間会計期間の
末日は金融機関の休日であったた
め、次の中間期末日満期手形が中間
期末残高に含まれております。
　受取手形 34,610千円

 ※１ ──────  ※１ ──────

 ※２　有形固定資産の減価償却累計額
　 10,784,551千円

 ※２　有形固定資産の減価償却累計額
　 12,358,663千円

 ※２　有形固定資産の減価償却累計額
　 11,481,006千円

 ※３　担保に供している資産
  岐阜工場の下記の資産は、借入金に
  対する抵当権を設定しております。

 ※３　担保に供している資産
  岐阜工場の下記の資産は、借入金に
  対する抵当権を設定しております。

 ※３　担保に供している資産
  岐阜工場の下記の資産は、借入金に
  対する抵当権を設定しております。

  土地　　　　 604,466千円
  建物 469,443千円
   計 1,073,910千円
  上記に対応する債務
  一年内長期
  借入金

183,600千円

  長期借入金 334,600千円
   計 518,200千円

  土地　　　　 604,466千円
  建物 445,236千円
   計 1,049,703千円
  上記に対応する債務
  一年内長期
  借入金

183,600千円

  長期借入金 151,000千円
   計 334,600千円

  土地 604,466千円
  建物 457,136千円
  計 1,061,603千円
  上記に対応する債務
  一年内長期
  借入金

183,600千円

  長期借入金 242,800千円
   計 426,400千円

 ※４　当座貸越契約
  当社は、運転資金の効率的な調達
  を行うため取引銀行と当座貸越契
  約を締結しております。当中間会
  計期間末における借入未実行残高
  等は次のとおりであります。

 ※４　当座貸越契約
  当社は、運転資金の効率的な調達
  を行うため取引銀行と当座貸越契
  約を締結しております。当中間会
  計期間末における借入未実行残高
  等は次のとおりであります。

 ※４　当座貸越契約
  当社は、運転資金の効率的な調達
  を行うため取引銀行と当座貸越契
  約を締結しております。当事業年
  度末における借入未実行残高等は
  次のとおりであります。

  当座貸越契約の
  総額

8,500,000千円

  借入実行残高 6,400,000千円
   差引額 2,100,000千円

  当座貸越契約の
  総額

7,500,000千円

  借入実行残高 5,900,000千円
   差引額 1,600,000千円

  当座貸越契約の
  総額

7,500,000千円

  借入実行残高 5,300,000千円
   差引額 2,200,000千円

 ５　偶発債務
 　債務保証
 　次の関係会社等について、金融
 　機関からの借入に対して債務保
 　証を行っております。

保証先
金額
（千円）

内容

㈱アクア食品 39,477 借入債務

計 39,477 -

 ５　偶発債務
 　債務保証
 　次の関係会社等について、金融
 　機関からの借入に対して債務保
 　証を行っております。

保証先
金額
（千円）

内容

㈱イチマル水産 300,000 債務保証

計 300,000 -

 ５　偶発債務
 　債務保証
 　次の関係会社等について、金融
   機関からの借入に対して債務保
 　証を行っております。

保証先
金額
（千円）

内容

㈱アクア食品 14,415 借入債務

計 14,415 -

 ※６　消費税等の取扱い 
  仮払消費税等及び仮受消費税等は相
  殺のうえ、流動負債の「その他」に
  含めて表示しております。

 ※６　消費税等の取扱い 
　同左

 ※６ ──────
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（中間損益計算書関係）

前中間会計期間
（自　平成19年４月１日
　　至　平成19年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年９月30日）

前事業年度
（自　平成19年４月１日
　　至　平成20年３月31日）

※１　特別損失のうち主要項目 

固定資産除売却損 44,570千円

※１　特別損失のうち主要項目 

製品評価損 33,254千円

　　「棚卸資産の評価に関する会計基　

　準」を期首在庫の評価から適用した

　とみなし、期首在庫に含まれる変更

　差額を特別損失に計上しておりま

　す。　

※１　特別損失のうち主要項目

固定資産除売却損 132,114千円

　２　減価償却実施額

有形固定資産 897,061千円

無形固定資産 29,771千円

長期前払費用 30,122千円

　

　２　減価償却実施額

有形固定資産 886,525千円

無形固定資産 35,050千円

長期前払費用 26,837千円

※３　当中間会計期間における税金費

　　用については、簡便法による税効

　　果会計を適用しているため、法人

　　税等調整額は法人税、住民税及び

　　事業税に含めて表示しておりま

　　す。

　２　減価償却実施額

有形固定資産 1,812,355千円

無形固定資産 62,351千円

長期前払費用 61,190千円

　

（中間株主資本等変動計算書関係）

 

前中間会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年９月30日）
　
１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

　
前事業年度末株式数

     （千株）

当中間会計期間増加

株式数（千株）

当中間会計期間減少

株式数（千株）

当中間会計期間末　

株式数（千株）

 発行済株式     

 　　普通株式　 28,281 － － 28,281

 　　　　　 合計 28,281 － － 28,281

 自己株式     

 　　普通株式　（注） 31 0 － 31

合計 31 0 － 31

 （注）普通株式の自己株式の株式数の増加０千株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

  ２. 配当に関する事項

      配当金支払額

 

 

　(決議)

株式の種類
配当金の総額

(千円）

１株当たり

配当額

(円)

基準日 効力発生日

 平成19年５月15日

取締役会
普通株式 706,261 25 平成19年３月31日 平成19年６月21日 

当中間会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）
　
１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項
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前事業年度末株式数

　　 （千株）

当中間会計期間増加

株式数（千株）

当中間会計期間減少

株式数（千株）

当中間会計期間末　

株式数（千株）

 発行済株式     

 　　普通株式　 28,281 － 101 28,179

 　　　　　 合計 28,281 － 101 28,179

 自己株式     

 　　普通株式　（注） 31 70 101 －

合計 31 70 101 －

 （注）普通株式の自己株式の株式数の増加70千株は、単元未満株式の買取り及び株式買取り請求の買取りによる増加で

　　　 あります。

 （注）普通株式の自己株式の株式数の減少101千株は、自己株式の消却による減少であります。

  ２. 配当に関する事項

      配当金支払額

 

 

　(決議)

株式の種類
配当金の総額

(千円）

１株当たり

配当額

(円)

基準日 効力発生日

 平成20年５月15日

取締役会
普通株式 706,253 25 平成20年３月31日 平成20年６月２日 

前事業年度（自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前事業年度末株式数
     （千株）

当事業年度増加
株式数（千株）

当事業年度減少
株式数（千株）

当事業年度末株式数
     （千株）

発行済株式     

普通株式 28,281 － － 28,281

合計 28,281 － － 28,281

自己株式     

普通株式　（注） 31 0 － 31

合計 31 0 － 31

 （注）普通株式の自己株式の株式数の増加０千株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

 １株当たり
 配当額（円）

基準日 効力発生日

平成19年５月15日

取締役会
普通株式 706,261 25 平成19年３月31日 平成19年６月21日

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成20年５月15日

取締役会
普通株式 706,253 利益剰余金 25 平成20年３月31日 平成20年６月２日
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（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

前中間会計期間
（自　平成19年４月１日
　　至　平成19年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年９月30日）

前事業年度
（自　平成19年４月１日
　　至　平成20年３月31日）

現金及び現金同等物の中間期末残高

は、中間貸借対照表の現金及び預金と

一致しております。

　　同左 現金及び現金同等物の期末残高は、貸

借対照表の現金及び預金と一致して

おります。

（有価証券関係）

１　その他有価証券で時価のあるもの

 

 

前中間会計期間末
（平成19年９月30日）

当中間会計期間末
（平成20年９月30日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

取得原価
（千円）

中間貸借
対照表計
上額
（千円）

差額
（千円）

取得原価
（千円）

中間貸借
対照表計
上額
（千円）

差額
（千円）

取得原価
（千円）

貸借対照
表計上額
（千円）

差額
（千円）

　株式 226,759 294,305 67,546 228,157 215,511 △12,645 227,440 210,449 △16,990

合計 226,759 294,305 67,546 228,157 215,511 △12,645 227,440 210,449 △16,990

（注）表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。

２　時価評価されていない主な有価証券の内容

　

前中間会計期間末
（平成19年９月30日）

当中間会計期間末
（平成20年９月30日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

中間貸借対照表計上額
（千円）

中間貸借対照表計上額
（千円）

貸借対照表計上額
（千円）

　　（1）子会社株式 108,935 108,935 108,935

　　（2）その他有価証券    

　　　   非上場株式　 227,604 227,604 227,604
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（１株当たり情報）

前中間会計期間
（自　平成19年４月１日
　　 至　平成19年９月30日） 

当中間会計期間
（自　平成20年４月１日
　　 至　平成20年９月30日） 

前事業年度
（自　平成19年４月１日
　　至　平成20年３月31日）

１株当たり純資産額    536円73銭

１株当たり中間純利益

金額
    22円46銭

なお、潜在株式調整後１株当たり中

間純利益金額については、潜在株式

がないため記載しておりません。

１株当たり純資産額  538円57銭

１株当たり中間純利益

金額
    11円54銭

なお、潜在株式調整後１株当たり中

間純利益金額については、潜在株式

がないため記載しておりません。

１株当たり純資産額 553円35銭

１株当たり当期純利益

金額
40円85銭

なお、潜在株式調整後１株当たり当期

純利益については、潜在株式がないた

め記載しておりません。

　（注）　１株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

 
前中間会計期間　　　　(自　平

成19年４月１日
　至　平成19年９月30日)

当中間会計期間　　　　(自　平
成20年４月１日

　至　平成20年９月30日)

前事業年度
(自　平成19年４月１日
　至　平成20年３月31日)

中間（当期）純利益（千円） 634,521 325,864 1,154,014

普通株主に帰属しない金額（千円） － － －

普通株式に係る中間（当期）純利益

（千円）
634,521 325,864 1,154,014

期中平均株式数（株） 28,250,364 28,234,783 28,250,286

（重要な後発事象）

 　　　該当事項はありません。

（２）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】

　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

  (1)有価証券報告書及びその添付書類

事業年度（第87期）（自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日）平成20年６月19日関東財務局長に提出

　

 　　 (2)臨時報告書の訂正報告書

　　　平成20年７月17日関東財務局長に提出

 　   

 　   金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第６号の２の規定に基づく

 　   臨時報告書

 　　 平成20年２月26日関東財務局長に提出

 　　 

 　　 金融商品取引法第24条の５第５項の規定に基づく臨時報告書の訂正報告書

　　　平成20年３月19日関東財務局長に提出
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

   平成19年12月14日

株式会社紀文フードケミファ    

 取締役会 御中  

 新日本監査法人  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 吉田　高志　　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 須藤　修司　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社紀文フードケミファの平成19年４月１日から平成20年３月31日までの第87期事業年度の中間会計期間（平成19年

４月１日から平成19年９月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変

動計算書及び中間キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当

監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

  当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し

て、株式会社紀文フードケミファの平成19年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成19

年４月１日から平成19年９月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているも

のと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

※ １．上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会　

　　　 社）が別途保管しております。

　 ２. 前中間会計期間の中間財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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独立監査人の中間監査報告書

   平成20年11月12日

株式会社紀文フードケミファ    

 取締役会 御中  

 新日本有限責任監査法人  

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 吉田　高志　　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 須藤　修司　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社紀文フードケミファの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第88期事業年度の中間会計期間（平成20年

４月１日から平成20年９月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変

動計算書及び中間キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当

監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

  当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し

て、株式会社紀文フードケミファの平成20年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成20

年４月１日から平成20年９月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているも

のと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

※ １．上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会

社）が別途保管しております。

２．中間財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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